
 

 

 

 

 

 

 フレキシブルエレクトロニクスは、基材の柔軟性を生かした形状自由性、印刷可能な回路による速い製造プロセスを

特徴とし、柔軟な基材に様々な電子回路・部品を組み込んだフレキシブルディスプレイ、フレキシブルバッテリー、フレキシ

ブルセンサー、フレキシブルメモリ、フレキシブル太陽光発電等々の展開が進んでいます。 

 本研究会では、産業技術総合研究所よりフレキシブルエレクトロニクスを事例としたポストコロナのものづくり、県内企

業より各参入分野の特徴・動向と各社の取り組みについてご講演頂きます。 

 ※新型コロナウィルス感染症の急激な感染拡大に伴い、オンライン開催に変更となりました。 

◆ 日 時 ２０２２年１月１９日（水）１３：３０～１６：１０ 

◆ 開催方法 オンライン開催（Zoom 使用） 

◆ 主 催  岡山県、公益財団法人岡山県産業振興財団 

◆ 参 加 費  無料 

◆ プログラム 

13:30～13:40 開会の挨拶                                  岡山県産業振興課  

13:40～14:30 

基調講演：『フレキシブルエレクトロニクスから人間拡張へ ～多様性と包摂性がもたらす 

イノベーションを目指して～』 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 人間拡張研究センター 

副研究センター長 牛島
うしじま

 洋史
ひろぶみ

 氏  

14:30～14:40 休憩・名刺交換 

14:40～15:10 

県内企業講演Ⅰ：『ウェアラブルなアシストスーツ開発に向けた取り組み』 

ダイヤ工業株式会社 新市場開拓部門 開発チーム 

Subleader 大野
お お の

 歩
あゆむ

 氏  

15:10～15:40 

県内企業講演Ⅱ：『５G 本格化に向けた高周波回路用基板の開発について』 

ウィンゴーテクノロジー株式会社 

代表取締役 社長 ウィン モーソー 氏  

15:40～16:10 

県内企業講演Ⅲ：『フレキシブルデバイス耐久試験の動向』 

ユアサシステム機器株式会社 R&D技術部 R&D技術課 

課長 佐々木
さ さ き

 寿
ひさ

朗
お

 氏  

◆ 参加申込 下記ＵＲＬよりお申し込みください。 

https://www.optic.or.jp/okayama-ssn/event_detail/index/2470.html 

※２０２２年１月１７日（月）１７：００ 申込締切 

※WEB 聴講に必要な URL 等は、メールにてお送りいたします。 

◆ 事 務 局 公益財団法人岡山県産業振興財団 ものづくり支援部 研究開発支援課 

担当：猶原（なおはら）、中塚 

TEL：086-286-9651  E-mail：kaihatsu@optic.or.jp  

第４回 フレキシブルエレクトロニクス研究会  
 

実践的オープンイノベーション促進事業  

岡山県委託事業 

https://www.optic.or.jp/okayama-ssn/event_detail/index/2470.html



